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指定管理者制度運用委員会（平和の礎） 

令和２年度指定管理者制度モニタリング検証結果 

 

１ 委員会の開催について 

 今年度は新型コロナウイルス感染症拡大による県の緊急事態宣言が発令さ

れたことやまん延防止等重点措置指定などにより、委員を招集せず書類審査に

よりモニタリング検証結果に対する意見聴取を行った。 

 

２ 委員（４名） 

 島袋 秀光 委員（元県広報アドバイザー） 

宮里 正子 委員（浦添市美術館 館長） 

城間 佐智子委員（元株式会社沖縄バス 観光部指導課長） 

下地 寛  委員（下地寛税理士事務所 税理士） 

 

３ 審議概要 

令和２年度実績に係るモニタリング検証結果について 

 

４ モニタリング実施結果の概要 

（１）維持管理業務（清掃、保守点検、保安警備等）については、適切に実

施されていることを確認した。引き続き、平和の礎参観者と施設の安

全と保安の確保を第一に安全管理に当たることとし、施設の適切な維

持管理に努めるものとする。 

 

（２）運営業務については、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により閉

園した期間などもあり、利用者数は低迷しているものの、平和の礎は

無料開放した屋外施設であり、一年を通して参観者が訪れる場所であ

ることから、引き続き安全管理及び利用者へのサービス提供に取り組

むものとする。 

 

（３）自主事業については、安定的に運営ができるよう、アンケート結果な

どを踏まえ、事業規模・内容などを検討しつつ、効果的な広報活動や

事業内容の改善・向上に取り組むものとする。 

 

（４）サービスの質の評価（利用者の満足度など）については、利用者満足

度は概ね高い水準を維持していることから、引き続き、利用者の意見

や要望などの把握のため、アンケート回収数の増に務めるものとする。 
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（５）サービスの安定性の評価（財務状況）については、平和の礎には施設

収入がなく、収入は指定管理料が100％を占めていることから、引き

続き、適正な予算執行に努めるものとする。 

 

５ 委員からの主な意見 

 

○ モニタリング結果は、概ね良好とみる。 

清掃をはじめ、植栽、樹木管理など適切に実施されている。また、新型

コロナウイルス感染症の影響で観光客減少や県民の外出自粛で入園者

が低迷しているのは残念だが、利用者の安全管理やサービスに努めてほ

しい。また、自主事業、サービス（利用者の満足など）については、引

き続き、利用者のアンケートなどをふまえた広報活動を展開してほしい。

財務状況についても、今後も指定管理料の適正な執行に努めて欲しい。 

 

○ 前述「４」において、「（平和の礎は）無料開放した屋外施設で年間を通

して参観者が訪れる場所」との記載がある。しかし、高齢の関係者やコ

ロナ禍などの国内外の地域移動の困難な状況を鑑みると、リモートによ

る参観やＳＮＳ（Facebookやtwitter）などでも交流ができる環境が必要

であると考える。 

 

○ コロナ禍で利用者の減少や事業計画が思うようにできなかったと思い

ます。そんな中でまた、大きな課題を突きつけられような気がします（こ

の状況下での運営の仕方など）。今日の世界情勢など、予期せぬ事が起こ

るこのような時こそ、平和と戦争について臨機応変的な何かが出来ない

か？他の施設と連携するなどして可能だと思うのだけど…平和発信、学

習の場として必要な事だとおもいます。 

 

○ コロナ禍の難しい状況のなか、おおむね問題なく、しっかりと運営され

ていると思います。今後も、適正な予算執行をお願いいたします。 

洋式トイレの要望があるようです。予算との兼ね合いで難しいとは思い

ますが、修繕などの対応をすべき設備・施設はありませんでしょうか。

来場者も限られる時期に実行できるのであれば、修繕等を実行すべきか

と思います。 
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所
管
課

Ⅰ．履行確認

１．維持管理業務

(1)清掃

指定管理者 委託業者

○

(2)保守・点検

指定管理者 委託業者

○ ○

(3)保安・警備

指定管理者 委託業者

○ ○

日常的又は定期的な清
掃、植栽管理、工作物及
び付属施設の保守点検・
修繕等については平和の
礎の指定管理者選定要
項及び平和の礎の管理に
関する協定書に基づき適
切に実施していく。

日常的な点検等
については当財
団職員及び作業
員、警備員が行
ない、平和の火
や噴水、浄化槽
や施設の電気･機
械設備等の保全
管理に当たって
は、専門知識と技
術、資格を要する
ことから専門業者
へ委託し、適切に
行なった。

委託契約内容及
び点検日誌を確
認した。

適切

平和の礎参観者と施設の
安全と保安の確保を第一
に安全管理に当ることと
し、専門的知識を要する
設備等（浄化槽・平和の火
他）については外部委託
するなど、設備点検等の
保安管理に努めている。
また、施設の軽修繕が必
要な場合迅速に対応でき
るよう専任の委託作業員を
配置した。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容 整合性の

検証
現状分析・課題

（事業報告書） （現地確認）

日常的又は定期的な清
掃、植栽管理、工作物及
び付属施設の保守点検・
修繕等については平和の
礎の指定管理者選定要
項及び平和の礎の管理に
関する協定書に基づき適
切に実施していく。

参観者と施設の安全・保
安を確保するため、警備
については、日中は常時
巡回するとともに、慰霊の
日・正月等の平和の火の
点火時には、夜間も警備
を配置し巡回を行なう。

平和の礎の管理
に関する基本協
定書第13条の仕
様書に基づき、巡
回警備等を実施
して、利用者の安
全確保や工作物
の保安確保に努
めた。

委託契約内容及
び警備日誌を確
認した。

適切

警備員を配置しての巡回
警備や、糸満警察署のパ
トカーによる定期巡回への
協力、要人来園の際は、
県警及び糸満署と綿密な
打合せを行う等連携協力
して警備に当った。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容 整合性の

検証
現状分析・課題

（事業報告書） （現地確認）

事業計画のとおり良好に
実施している。

刻銘碑・便所・園
路等の清掃につ
いて平和の礎の
管理に関する基
本協定書第13条
の仕様書に基づ
き清掃、植栽・樹
木管理を実施し
た。

点検日誌、委託契
約内容及び点検
記録簿を確認し
た。

適切

指定管理者制度導入施設モニタリングシート

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容 整合性の

検証
現状分析・課題

（事業報告書） （現地確認）

指定管理者

施設名称 対象年度 令和 ２ 年度平和の礎

沖縄県子ども生活福祉部
女性力・平和推進課

公益財団法人沖縄県平和祈念財団
指定期間：2020（令和２）年4月～2025（令和７）年3月
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別紙６－Ⅰ

(4)小規模修繕

指定管理者 委託業者

○ ○

(5)備品購入

指定管理者 委託業者

(6)防犯・防災対策

指定管理者 委託業者

○

(7)料金徴収業務

指定管理者 委託業者

※維持管理業務については、必要に応じて項目を追加・削除して記入して下さい。
※「現状分析・課題」欄は具体的に記入してください。

日中は外部委託による警
備員を配置し、日に数回
施設内を巡回警備する。
警ら中のパトロールカーの
巡回及び糸満警察署米
須駐在、古波蔵駐在等の
巡回パトロールの実施を
要請するとともに糸満警
察署、糸満消防署の協力
を得て防犯訓練や火災訓
練を連携協力して実施す
る。
また、公園内他団体管理
施設の災害時に連携し、
被害を最小限に抑えるた
めに沖縄県平和祈念資
料館、沖縄平和祈念堂と
合同で防災訓練を実施す
る。

平和の礎の管理
に関する基本協
定書第13条の仕
様書に基づき、巡
回警備等を実施
した。
また、警察及び消
防当局と連携し
て、警備や訓練を
行った。

警備日誌、緊急対
応マニュアルを確
認した。

適切

沖縄県平和祈念資料館・
沖縄平和祈念堂と合同で
防災訓練と公園案内所、
公園管理事務所、各作業
棟において消防訓練を行
うとともに水消火器を用い
ての消火訓練も実施した。
さらに、財団要請による、
赤色回転灯点灯のパト
カー巡回や要人来園の際
は、県警及び糸満署と綿
密な打合せを行う等連携
協力して警備に当った。

※「１．維持管理業務」の各項目の「現状分析・課題」等を踏まえて、現年度（R3年度）の主な取組改善案を記入してください。

１．維持管理業務
取組改善案

平和の礎参観者と施設の安全と保安の確保を第一に、専門的知識を要する業務に
ついては外部に委託し、連携強化を図りながら維持管理業務を行う。
また、平和の礎施設内の経年劣化が進んでいるため巡回点検を強化し、県と連携を
取りながら軽修繕や大規模修繕の実施に向けて情報提供を行うなど平和の礎参観
者が安全快適に利用できるよう努めたい。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容 整合性の

検証
現状分析・課題

（事業報告書） （現地確認）

事業計画

実施主体
(該当者に○印)

簡易な施設・設備等の修
繕について、平時は委託
作業員が当たるが、対応
困難な専門的あるいは規
模の大きな修繕等につい
ては、専門業者委託によ
り行なう。

平和の礎の管理
に関する基本協
定書第13条の仕
様書に基づき、必
要に応じて小修
繕を行なった。

月報で報告されて
いる小規模修繕の
内容を、執行伺、
支払伝票等で確
認した。

適切

施設の軽修繕が必要な場
合迅速に対応できるよう専
任の委託作業員を配置し
た。

実施内容 整合性の
検証

現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容 整合性の

検証
現状分析・課題

（事業報告書） （現地確認）

備品は県が購入して当財
団に貸与しているので、
事業計画なし。

備品の購入なし なし なし

耐用年数を超えた備品に
ついて、管理レベルを落と
さないよう、新規備品の購
入について、県と協議する
必要がある。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容 整合性の

検証
現状分析・課題

（事業報告書） （現地確認）

該当なし
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別紙６－Ⅰ

２．運営業務

(1)利用実績

１)利用者数等

前年比 計画比

1,223,544

36,337

1,259,881 36.0% 35.3%

Ｃ

１)入居率等（※利用者数等で測れない施設は「１)利用者数」に代えて記載）

前年比 計画比

入居率等を①利用状況の評価項目とする場合に本欄を使用する。

２)施設稼働率

前年比 計画比

施設稼働率を①利用状況の評価項目とする場合に本欄を使用する。

平日・土日祝日別稼働率

評価（①利用状況）

評価（①利用状況）

利用者数

入居率

37,063 9,528

1,248,015 444,046

1,285,078 453,574

新型コロナウイルスの
影響で、ゴールデン
ウイーク、夏休み、年
末年始に緊急事態
宣言が重なったこと
などによる入域観光
客数の減少や県民の
外出自粛が来園者
数の減少に繋がった
と考える。
※利用者数は公園
入園者数（平和の礎
個別の利用者数の区
別不能のため）

評価（①利用状況）

令和元年実績
事業計画
（目標値）

令和2年実績
整合性の検証 現状分析

・課題

団体利用者数

個人利用者数

計

整合性の検証
令和元年実績

事業計画
（目標値）

令和2年実績
現状分析
・課題

令和元年実績
整合性の検証

平均稼働率

事業計画
（目標値）

令和2年実績
現状分析
・課題

【評価基準（①利用状況）】

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満

Ｃ：80％未満

【評価基準（①利用状況）】

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満

Ｃ：80％未満
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３)教室・イベント等参加者実績

前年比 計画比

(2)運営企画

(3)受付・接客

指定管理者 委託業者

○

〈開園日数〉 312日

①平和の礎は原則
として年中無休で
開園しているため、
案内所又は管理事
務所へ土日祝祭
日はもとより年末年
始においても、常
時最低１人を配置
し、利用者等の安
全管理及びサービ
ス提供に努める。
②平和発信をその
理念とする平和の
礎は、その背景と
なる霊域と平和祈
念資料館、平和祈
念公園、平和祈念
堂との連携が不可
欠であることから、
これらの施設や業
務についても配置
職員に理解を徹底
する。

平和の礎の管理
に関する基本協
定書第13条の仕
様書に基づき、
職員の配置、案
内誘導、苦情処
理等を適切に行
なった。

職員の配置状況、
苦情処理等につ
いて、日報及び処
理簿を確認し、
日々の対応が適
切であるか確認し
た。

事業計画
実施内容

整合性の検証

教室

内容 事業計画 令和2年実績
現状分析
・課題

 現状分析・課題

事業計画

実施主体
(該当者に○印)

 現状分析・課題

業務日誌などを確
認した

適切
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大防止のため閉園
4/29～5/13、8/1～9/5（51日間）
台風9号（9/1）、10号（9/6）により閉園〈開館時間〉

（駐車場利用可能時間）
8:00〜22：00

（駐車場利用時間）

適切

公園内には、平和祈念資料館と平和
祈念堂、平和の礎や霊域があり、利
用者には管理者の区別がつかない
ため、利用者の目線に立ったワンス
トップサービス、施設間の連絡調整に
努めるとともに、全施設の情報を提供
している。

業務日誌などを確
認した

適切

計

イベント

（事業報告書）

（事業報告書） （現地確認）

（現地確認）

実施内容
整合性の検証

整合性の検証
令和元年実績

指定管理業務としての教室・イベント開催無し

(自主事業としてイベントを実施)
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(4)広報

指定管理者 委託業者

○

(5)情報管理

指定管理者 委託業者

○

業務の推進に当
たっては、個人情
報の保護に関する
法律(平成15年５月
30日法律第57号)
及び沖縄県個人
情報保護条例(平
成17年３月31日条
例第２号)の規定に
準拠し、当財団で
策定した「特定個
人情報等の取扱に
関する基本方針」
「公益財団法人沖
縄県平和祈念財
団個人情報取扱
規程」により個人情
報の適正な管理に
努める。

策定した「公益財
団法人沖縄県平
和祈念財団個人
情報取扱規程」
により個人情報
の適正な管理に
努めた。

「公益財団法人沖
縄県平和祈念財
団個人情報取扱
規程」を確認し
た。

適切

本業務の実施に関して知り得た個人
情報の漏洩、滅失及びき損等の事故
の防止その他の個人情報の適正な
管理のために必要な措置を講じるな
ど、個人情報の適正な管理に努めて
いる。

実施内容
整合性の検証

（事業報告書） （現地確認）
 現状分析・課題事業計画

実施主体
(該当者に○印)

①利用者へのサー
ビスの向上を図る
ため、職員を通年
配置して案内及び
利用者からの各種
照会等に対応する
とともに、紙及び電
子ファイルによる平
和の礎案内リーフ
レットの配布を行う
ほか、スマホ等に
対応するため無料
のWi-Fi設備の管
理運営（公園案内
所）を継続する。

②参観者増に資す
るため、関連イベン
ト等について、随
時、マスコミ各社へ
の情報提供や取材
要請を行うとともに
告知欄の積極的活
用に努め、県民へ
の周知を図る。

事業計画に基づ
いて適切に行
なった。

ホームページ及び
スマートフォン等
で平和の礎事業
にかかる部分につ
いて確認した。

適切

当財団ホームページやツイッターな
どのSNSを活用して、霊域の状況や
各種イベント、関連諸事業について
積極的に取り上げ、広く内外への案
内に努めている。
また、実施事業・行事について、マス
コミへ取材を積極的に要請して広く
県内外へ知らしめ、戦没者慰霊、平
和発信に関心が高まるように努めて
いる。

 現状分析・課題事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証
（事業報告書） （現地確認）

6 



別紙６－Ⅰ

３．自主事業

指定管理者 委託業者

○

○

○

○

○

○

（事業報告書） （現地確認）
事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証  現状分析・課題

平和祈念こいのぼり
まつり

新型コロナウイル
ス感染拡大防止
のため中止

中止 中止

子どもたちに霊域及び平和祈念公園
に関心を持ってもらうこと及び各県と
沖縄の絆を深めるため、各都道府県
慰霊塔にこいのぼりを掲揚していた
が、今回は新型コロナウイルス感染
拡大防止のため中止となった。

平和の光の柱

沖縄全戦没者追
悼式に当たり、
サーチライト（平
和の光の柱）の
照射を行い、より
遠く、より広く、よ
り多くの県民と共
に厳かに慰霊の
日を迎え、世界
に平和を発信し
た。

令和元年度はサーチライト（平和の光
の柱）照射の他、点灯式や踊り、バレ
エ舞踊奉納、とうろう流しなどを行っ
ていたが令和2年度は、新型コロナウ
イルス感染拡大防止の観点から規模
を縮小して開催した。
令和3年度も新型コロナウイルス感染
状況を踏まえながら開催の有無や規
模等を検討する必要がある。

沖縄全戦没者追
悼式（共催）

事前事後の会場
及び周辺の特別
清掃及び慰霊事
業等関連行事へ
の支援

沖縄全戦没者追悼式は、今次大戦
で戦没された御霊の冥福と世界の恒
久平和を祈念するための追悼式であ
ることから、県の式典準備に際し、式
典会場となる園内・霊域の集中整備
に当たるとともにボランティア団体との
調整や清掃用具の無償貸出し及び
清掃への協力を行っている。
また、保有する園内バスで墓苑参拝
者等の便宜の供与を行っている。

平和祈念公園
七夕まつり

子どもたちや来
園者に慰霊や平
和の言葉を短冊
に書いてもらい、
戦没者を慰霊し、
平和を発信した。

令和元年度は近隣の保育園を招い
て笹飾り式などを行っていたが令和2
年度は、新型コロナウイルス感染拡
大防止の観点から規模を縮小して開
催した。
令和3年度も新型コロナウイルス感染
状況を踏まえながら開催の有無や規
模等を検討する必要がある。

日報等により実施
を確認

適切

日報等により実施
を確認

適切

日報等により実施
を確認

適切

盆供養祭

新型コロナウイル
ス感染拡大防止
のため財団職員
のみで実施

令和元年度は国立沖縄戦没者墓苑
において、沖縄県遺族連合会をはじ
め沖縄総合事務局、沖縄県や糸満
市、団体等の参加を得て、芸能奉
納、奉茶等により戦没者の供養を行
なっていたが、令和2年度は、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止の観点か
ら規模を縮小して開催した。
令和3年度も新型コロナウイルス感染
状況を踏まえながら開催の有無や規
模等を検討する必要がある。

ヒマワリ畑の植付け
式

東日本大震災発
生の3月11日前
後の開花を期し
て福島県から贈
呈されたヒマワリ
の種を平和祈念
公園に植付け
た。

新型コロナウイルス感染防止対策を
行ったうえで、近隣の保育園を招い
て福島から譲り受けたヒマワリの種の
植え付け式を行った。
令和3年度も新型コロナウイルス感染
状況を踏まえながら開催の有無や規
模等を検討する必要がある。

日報等により実施
を確認

適切

日報等により実施
を確認

適切
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○

○

○

※「現状分析・課題」欄は具体的に記入してください。

新春初日の出ｉｎ平
和祈念公園

新型コロナウイル
ス感染拡大防止
のため中止

年の初めに家族の平安と世界の平和
を祈念し、平和祈念公園に関心を
持っていただくため実施していたが、
今回は新型コロナウイルス感染拡大
防止のため中止となった。

中止 中止

２．運営業務
３．自主事業
取組改善案

令和3年度も新型コロナウイルス感染拡大が収まらず、現状利用者数は前年度に引続き低迷しており、自
助努力で利用者数を増加させることは厳しいと考える。。
自主事業は、新型コロナウイルス感染状況を踏まえながら開催の有無や規模等を検討する必要がある。

※「２．運営業務」「３．自主事業」の各項目の「現状分析・課題」等を踏まえて、現年度（令和3年度）の主な取組改善案を記入してください。

ヒマワリ畑
ｉｎ平和祈念公園

福島県内で育て
たヒマワリの種子
を用いた「ヒマワリ
畑」を開設して多
くの親子の来園
を促し、東日本大
震災の記憶をと
どめ被災地東北
三県との絆を強く
太くするとともに
苛烈悲惨な沖縄
戦の継承に努め
た。

ヒマワリ畑の植付け式同様、新型コロ
ナウイルス感染防止対策を行ったう
えで、近隣の保育園を招いて「ヒマワ
リ畑」のオープニング式を行った。
令和3年度も新型コロナウイルス感染
状況を踏まえながら開催の有無や規
模等を検討する必要がある。

車イス、ベビー
カー貸出事業

公園案内所にお
いて無料貸し出
しを行い、参拝者
の利便を図った。

高齢者や身体障がい者、親子などの
平和祈念公園等施設利用者の利便
を確保するため、車イス及びベビー
カーの無料貸し出しを行った。

日報等により実施
を確認

適切

日報等により実施
を確認

適切

8 



別紙６－Ⅱ
Ⅱ．サービスの質の評価

令和元年度評価 令和2年度目標

〈満足度〉100％（※1）
・満足41％
・やや満足59％
・やや不満0％
・不満0％

S

〈満足度〉97％（※1）
・満足41％
・やや満足56％
・やや不満0％
・不満3％

S

〈満足度〉100％（※1）
・満足39％
・やや満足61％
・やや不満0％
・不満0％

S

〈満足度〉○％（※1）
アンケート項目なし

―

〈満足度〉○％（※1）

―

〈満足度〉○％（※1）
アンケートでの階段評価項目なし（意見聴取の
み） ―

評価
（②満足度）

S

アンケート回収数を
増やす取組みを行
い、利用者の意見
や要望など把握す
る必要がある。

引続き改善要望に
ついては迅速に対
応し、必要であれば
県と連携を取りなが
ら、適切に措置す
る。

※「Ⅱ．サービスの質の評価」の各項目の「現状分析・課題」等を踏まえて、現年度（R2年度）の主な取組改善案を記入してください。

※1：満足度とは、回答選択肢のうち中位を超える割合（５段階評価の場合上位２段階の割合、４段階評価の場合上位２段の割合、
３段階評価の場合上位の割合）ただし、奇数評価の場合、中央に集まる傾向があること、「普通」評価は改善に繋げる観点では価値
が乏しいことから、４段階評価が望ましい。

※評価項目については、施設の態様に応じて適宜設定して下さい。
※「現状分析・課題」欄は具体的に記入してください。

Ⅱ．サービスの質
の評価

取組改善案

令和元年度と比較して総合評価の満足度が高まっていることは評価に値すると考える。
取組みの改善として遠足などで公園を利用する学校関係者へのアンケート回収数を増やし、利用者の意見や要望等を把握するとともに、その
結果等を定期的に取りまとめ、サービスの向上に努める。

評価項目

運
営
業
務

接客対応

施設・設備

〈満足度〉100％（※
1）

・満足43％
・やや満足57％
・やや不満0％
・不満0％

―

―

コロナ禍により参列
者を招いてのイベン
トが開催できないた
め、自主事業につい
ての意見聴取が出
来ない状況にある。

〈満足度〉95％（※1）
・満足41％
・やや満足54％
・やや不満4％
・不満1％

〈満足度〉
99％

〈満足度〉
95％（※1）

利用条件

教室・プログ
ラム

総合評価
（各評価項目の平均）

〈満足度〉96％（※1）
・満足36％
・やや満足60％
・やや不満4％
・不満1％

〈満足度〉○％（※
1）アンケート項目
なし

〈満足度〉○％（※1）
指定管理業j務とし
ての教室・プログラ
ムの実施無し

〈満足度〉97％（※1）

自主事業

維
持
管
理
業
務

施設・設備管
理

〈満足度〉○％（※
1）
アンケートでの階段
評価項目なし（意
見聴取のみ）

〈満足度〉
―

指定管理者
自己評価

現状分析・課題

事業計画に基づき、
施設維持管理を実
施した。

施設整備について
は、県と指定管理者
で連携を取りながら
要望の改善に努め
る必要がある。

事業計画に基づき、
利用者の目線に
立ったワンストップ
サービスに努め、全
施設の情報を提供
して利便性を高め
た。

改善要望について
は、毎月職員・班長
会議の中で意見交
換等を行ない、改善
に努める。

事業計画に基づき、
管理業務を実施し
た。

改善要望について
は、県と連携を取り
ながら、要望の改善
に努める必要があ
る。

― ―

―

〈満足度〉
―

第三者（利用者等）評価

令和2年度評価

〈改善要望〉
（トイレの設備、清掃についての設問から）
①洋式トイレをふやしてほしい

〈改善要望〉
（礎スタッフの対応についての顧問から）
①説明がぶっきらぼう

〈改善要望〉
（検索機の使い勝手についての設問から）
①住所での検索もあれば良いと思った

（その他礎の管理についてのご意見・ご要望から）
④検索コーナーでの詳細検索があれば
⑤検索コーナーが、もう少しキレイかはなやかであれば

〈改善要望〉

〈改善要望〉

〈改善要望〉
特になし

〈満足度〉95％
（※1）

〈満足度〉
95％（※1）

〈満足度〉
95％（※1）

〈満足度〉
―

【評価基準（②満足度）】

総合評価においては各評価項目の満足度の平均

各評価項目においてはそれぞれの満足度

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満

【評価基準（②満足度）】

総合評価においては各評価項目の満足度の平均

各評価項目においてはそれぞれの満足度

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満
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Ⅲ．サービスの安定性評価（財務状況）

１．事業収支

(1) 収入

前年比 計画比

（％） （％）

20,825,055 20,822,000 20,822,000 100% 100%  指定管理料

20,825,055 20,822,000 20,822,000 100% 100%

〈現状分析・課題〉

(2) 支出

前年比 対計画比

（％） （％）

14,507,771 10,635,000 10,633,537 73.2% 99.9%

134,714 330,000 329,535 244.6% 99.8%

1,555,372 1,787,900 1,780,804 114.4% 99.6%
軽修繕担当シルバーを配
置

72,870 2,772,700 2,772,000 3804% 99.9%
警備業務全て外部委託す
る

0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

380,262 850,000 849,341 223.3% 99.9%

890,267 1,739,400 1,738,020 195.2% 99.9%
清掃員1名直接雇用からシ
ルバーに変更

58,411 44,000 43,320 74.1% 98.4%

199,800 0 0 0% #DIV/0!

530,962 469,000 463,281 87.2% 98.7%

510,836 456,000 451,609 88.4% 99%

保険料 57,790 58,000 57,400 99.3% 98.9%

使用料 215,392 247,000 246,020 114.2% 99.6%

1,343,700 1,167,000 1,164,000 86.6% 99.7%

363,388 266,000 264,827 72.8% 99.5%

20,821,535 20,822,000 20,793,694 99.8% 99.8%

〈現状分析・課題〉

※「現状分析・課題」欄は具体的に記入してください。

令和元年実績

令和元年実績

指定管理料

外構植栽管理費

通信運搬費

印刷製本費

光熱水費

燃料費

事業計画 令和2年実績 特記事項

修繕費

設備管理費

保安警備費

備品購入費

平和の礎施設内の経年劣化が進んでいるため、指定管理者として必要な安全対策を行いながら、大規模修
繕については指定管理料とは別に県と協議・調整を行い、適切に実施していく。

公租公課

その他

合計（Ｂ）

平和の礎施設内の経年劣化が進んでいるため、予算や執行状況を確認しながら、県と協議・調整のうえ、指定
管理者として必要な軽修繕を行う必要がある。

自主事
業収入

計

合計（Ａ）

人件費

消耗品費

支出項目

収入項目 事業計画 令和2年実績 特記事項

利用料
金収入

計
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２．経営分析指標

前年比 計画比

（％） （％）

〈現状分析・課題〉

※「現状分析・課題」欄は具体的に記入してください。

※「Ⅲ．サービスの安定性評価（財務状況）」の各項目の「現状分析・課題」等を踏まえて、現年度（R2年度）の主な取組改善案を記入してください。

【経営分析指標の評価の考え方】

0%

0%

令和元年実績

利用料金比率
0 0 0%

（利用料金収入／収入(Ａ)）
0

令和2年実績 特記事項

事業収支（Ｃ）
3,520 28,306 804.14%

（収入(Ａ)－支出(Ｂ)）
0

外部委託費比率 外部委託費合計／支出

利用者あたり管理コスト 支出／利用者数

利用者あたり自治体負担コス
ト

指定管理料／利用者数

過年度実績や類似施設と比較して、適切な範囲内となっているか確認する。
※増減がある場合には、外部委託の範囲が仕様書等に定める適切な範囲内となっているか、外部委託の
活用が業務の効率化に繋がっているか確認する。

利用者１人に対する管理コストについて、過年度実績や類似施設と比較することにより、当該施設の効率性
を確認する。（コストが抑えられていても利用者が減少していないか、あるいは利用者は増加しているがコス
トがかかり過ぎていないかなど）
※変動がある場合には、その要因を整理すること。
※過年度に対し上昇している場合、現状の利用者数に対して支出が過大になっていないか確認する。ま
た、過年度に対し減少している場合、現状の利用者数に対し、必要な変動費が十分に充てられているか確
認する。

利用者１人に対する県の財政負担を確認する。
過年度実績や類似施設との比較により、当該施設の効率性を確認する。

事業収支 収入－支出

利用料金比率 利用料金収入／収入

人件費比率 人件費／支出

事業収支がマイナスの場合、継続性の面で課題となるため、県、指定管理者で協力して黒字化のための方
策を協議する必要がある。
※計画や過年度実績に対し変動がある場合には、その要因を整理すること。

指定管理者の主な収入源がどこにあり、それが安定したものであるのかを確認する。
※過年度実績に対し増減がある場合には、利用料金そのものの増減によるものか、自主事業等その他収
入の増減によるものかなど、その要因を整理すること。

過年度実績や類似施設と比較して、適切な範囲内となっているか確認する。
※変動がある場合には、人件費そのものの増減によるものか、その他支出項目の増減によるものか、その
要因を整理すること。
※人件費の減少がある場合には、それにより効率が低下していないかを確認する。また、人件費の増加が
ある場合には、求められる管理水準に対し必要な措置か確認すること。

収益率 事業収支／収入

計画、過年度実績、類似施設と比較して、安定したものとなっているか、適切な範囲内となっているか確認
する。
※計画や過年度実績に対し変動がある場合には、その要因を整理すること。
※計画等に対し上昇している場合、必要な変動費が十分に充てられているか確認すること。また、計画等
に対し減少している場合、当初の収支見込が適切であったか精査すること。

利用者あたり自治体負担コスト
16.52938254 45.9065114 277.72%

利用者数は公園入園者数
（平和の礎個別の利用者
数の区別不能のため）（指定管理料／利用者数）

評価指標 計算方法

283.32%

Ⅲ．サービスの安定性評価
（財務状況）取組改善案

 今後も経費節減に努めながら適正に予算を執行していく。

16.20290753

評価の考え方

Ａ評価（③財務状況）

新型コロナウイルスの影響による利用者数の減少で利用者あたりの管理コスト、利用者あたりの自治体負担コ
ストが大幅に増加している。新型コロナウイルス感染症が収束し、利用者数が増加していかないと改善は見込
まれないと考える。

251.66%
警備業務全般外部委託、
軽修繕担当シルバー配置
等による増加（外部委託費合計／支出(Ｂ)）

利用者あたり管理コスト
16.52658862 45.84410482 277.39%

利用者数は公園入園者数
（平和の礎個別の利用者
数の区別不能のため）（支出(Ｂ)／利用者数）

100%

282.93%

30.2%

16.20290753

外部委託費比率
12% 30.2%

人件費比率
69.6% 51.1%

（人件費／支出(Ｂ)）

評価指標 事業計画

51%

収益率
1.69% 0.00% 13.61%

73.41% 100.19%

805.22% 0%
（事業収支(Ｃ)／収入合計(Ｂ)）

【評価基準（③財務状況）】

収益率（事業収支／収入合計）

Ａ： 0％以上

Ｂ：-5％以上、0％未満

Ｃ：-5％未満
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別紙６－Ⅳ

Ⅳ．総合評価
１．目標

評価
指標

R5年

①利用状況 利用者数 1,250,000

②満足度 満足度 95%

財務指標 ③財務状況 収益率 0.00%

２．評価結果

前年比 計画比

①利用状況 利用者数 1,259,881 1,285,078 453,574 36.0% 35.3%

新型コロナウイルスの影響で、ゴールデ
ンウイーク、夏休み、年末年始に緊急事
態宣言が重なったことなどによる入域観
光客数の減少や県民の外出自粛が来
園者数の減少に繋がったと考える。

Ｃ 635,000

②満足度 満足度 97% 95% 99% 102.1% 104.2%
引続き改善要望については迅速に対応
し、必要であれば県と連携を取りながら、
適切に措置する。

Ｓ 97%

財
務
指
標

③財務状況 収益率 0.05% 0.00% 1.69% 3380.0% #DIV/0!

平和の礎施設内の経年劣化が進んでい
るため、指定管理者として必要な安全対
策を行いながら、大規模修繕について
は指定管理料とは別に県と協議・調整を
行い、適切に実施していく。

Ａ 0.00%

活
動
指
標

④重点取組
事項

自主事業
利便性向
上

ー ー ー #VALUE! #VALUE!

高齢者や身体障がい者、親子などの平
和祈念公園等施設利用者の利便を確保
するため、車イス、ベビーカーの無料貸
し出し及び有料園内バスの運行を行っ
た。

Ａ －

総合評価 B
※「現状分析・課題」「取組改善案」は６－Ⅰ～Ⅲから転記する。
※「R元年目標値」は、「取組改善案」を踏まえ、現年度の目標を可能な限り数値目標として設定する。

成
果
指
標

R2年
目標値

評
価

現状分析・課題令和2年実績
事業計画
（目標値）

令和元年実績
評価
指標

評価項目

令和3年度も新型コロナウイルス
感染拡大が収まらず、現状利用
者数は前年度に引続き低迷して
おり、自助努力で利用者数を増
加させることは厳しいと考える。
自主事業は、新型コロナウイルス
感染状況を踏まえながら開催の
有無や規模等を検討する必要が
ある。

令和2年度は新型コロナウイルス
感染症の影響による来園者数の
減少に伴い園内バス事業は赤字
となったが、利用者の利便性を確
保するため、土日祝祭日のみと
なるが、令和3年度も引続き運行
する。

令和元年度と比較して総合評価
の満足度が高まっていることは評
価に値すると考える。
取組みの改善として遠足などで
公園を利用する学校関係者への
アンケート回収数を増やし、利用
者の意見や要望等を把握すると
ともに、その結果等を定期的に取
りまとめ、サービスの向上に努め
る。

0.00%

834,000

95%

0.00%

今後も経費節減に努めながら適
正に予算を執行していく。

0.00%

取組改善案

1,250,000

95%

指定管理料のみの収入のた
め収支は0を目標とする。

評価項目 備考

令和2年度は新型コロナウイ
ルスの影響により利用者数が
大幅に減少したので、令和3
年度以降の目標値を下方修
正した。

成果指標

R3年 R4年

635,000

95%

R6年

【評価基準】

①利用状況

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満

Ｃ：80％未満

②満足度

総合評価における満足度（各評価項目の平均値）

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満

③財務状況

収益率（事業収支／収入合計）

Ａ： 0％以上

Ｂ：-5％以上、0％未満

Ｃ：-5％未満

④重点取組事項

目標に対する評価

Ｓ：目標を大きく上回る

Ａ：目標を概ね達成

Ｂ：目標を下回る

Ｃ：目標を大きく下回る

【総合評価基準】

【各評価項目点数】

① ② ③ ④

利用状況 満足度 財務状況
重点

取組事項

Ｓ 20 20 － 10

Ａ 10 10 5 5

Ｂ 0 0 0 0

Ｃ -10 -10 -5 -5

Ｓ 40点以上
かつ各評価項目において

Ｃ評価がないこと

Ａ 25点以上

Ｂ 10点以上

Ｃ 5点以下

総合評価基準
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別紙６　附表

経営状況分析シート　【施設名称：平和の礎】
直営 指定管理 指定管理 指定管理 指定管理 指定管理 指定管理 指定管理 指定管理 指定管理 指定管理 指定管理 指定管理 指定管理 指定管理 指定管理 指定管理 指定管理 指定管理 指定管理

単位 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

目標 人 1,285,078 635,000 834,000 1,250,000 1,250,000

実績 人 1,067,584 958,301 1,047,315 967,751 929,973 899,898 993,326 965,212 1,023,312 1,063,134 1,250,638 1,284,101 1,259,881 453,574

目標比

H19比 ％ #DIV/0! 100.0% 89.8% 98.1% 90.6% 87.1% 84.3% 93.0% 90.4% 95.9% 99.6% 117.1% 120.3% 118.0% 42.5% 59.5% 78.1% 117.1% 117.1%

千円 21,130 21,130 21,130 20,553 20,553 20,553 20,192 20,192 20,769 21,167 20,634 23,526 20,634 20,825 20,822 20,822 20,822 20,822 20,822

％ 102.8% 105.7% 101.0% 100.2% 101.8% 100.7% 101.7% 101.9% 100.5% 100.2% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.1% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

千円

％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

千円 21,131 21,130 21,130 20,553 20,553 20,553 20,192 20,192 20,769 21,167 20,634 23,526 20,634 20,825 20,822 20,822 20,822 20,822 20,822

管理費計 千円 20,550 19,988 20,915 20,503 20,182 20,417 19,847 19,825 20,667 21,122 20,626 23,525 20,634 20,821 20,793 20,822 20,822 20,822 20,822

千円 581 1,142 215 50 371 136 345 367 102 45 8 1 0 4 29 0 0 0 0

％ 2.7% 5.4% 1.0% 0.2% 1.8% 0.7% 1.7% 1.8% 0.5% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

円 #DIV/0! 19 22 20 21 22 22 20 21 21 19 19 16 17 46 33 25 17 17

円 #DIV/0! 20 22 20 21 22 22 20 22 21 19 19 16 17 46 33 25 17 17

円 #DIV/0! 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※施の特性に応じて、経営状況の分析に適した指標の追加・削除や、表示方法の修正を行ってください。

特記事項 ※年度毎の変動について要因分析を記載 目標設定の考え方 ※目標設定の根拠や考え方などを記載

令和2年度は新型コロナウイルスの影響により利用者数が大幅に減少したので、令和3年度以降の目標値を下方修正した。
利用者数の考え方として、一般財団法人南西地域産業活性化センターの「沖縄県経済の2021年度見通し」から令和3年度は前年度比40%程度の増加、
令和4年度は平成30年度の65%、令和5・6年度は平成29年度程度と設定した。

R1年度 R4年度

H30年度 R5年度

H29年度 R6年度

令和2年度の利用者数は、新型コロナウイルスの影響により前年比64％の大幅な減少となり、それに伴い一人あ
たりの管理コストや一人あたりの指定管理料の増加に繫がった。
コロナ禍前の状況に戻るにも時間がかかると考えられるため、令和3年度以降も一人あたりの管理コストや一人あ
たりの指定管理料の低減は見込まれないと考える。

R2年度 R3年度

収益率（収支／収入計）

/単位

一人あたり管理コスト

一人あたり指定管理料

一人あたり利用料金収入

指標

成果指標

財務指標

指定管理料

 県負担割合（指定管理料／管理費計）

利用料金収入

 利用料金比率（利用料金／収入計）

収入計

収支

公園入園者数（平和の礎個
別の利用者数の区別不能の
ため）※集計はH19年度から
実施

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

17,000

18,000

19,000

20,000

21,000

22,000

23,000

24,000

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

管理費計

収入計

指定管理料

利用料金収入

利用者数

（千円） （人）
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管理コスト

指定管理料

利用料金収入

（参考）利用者数

（円） （人）
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（３～５については、改善が必要です）

（３～５については、改善が必要です）

（７については、改善が必要です）

（２、３については改善が必要です）

※年次有給休暇の法定の付与日数表（週所定労働日数が５日以上、
　又は、週所定労働時間が30時間以上の労働者の場合。）

※なお、月30時間未満の労働者は比例付与することとされています。

　公益財団法人沖縄県平和祈念財団

令和2年度対象年度　平和の礎

４　年次有給休暇
年次有給休暇についてはどのように取り
扱っていますか。

年次有給休暇は、６ヶ月間継続勤務し、全
労働日の８割以上を出勤した労働者につ
いては１０労働日、以降１年ごとに付与日
数を増加しなければなりません（法第３９
条）

法定どおりの年次有給
休暇を与えている

年次有給休暇を与えて
いるが、付与日数が法
定を下回っている

年次有給休暇を与えて
いない

1 2 3

2.5 3.5 4.5 5.5 6.5以上

付与日数 10 11 12 14

勤続年数 0.5 1.5

16 18 20

1 2 3 4 5 6 7

4 5

2 3 4 5

４週３日以下

３　所定休日
所定休日をどのように定めていますか。

休日は少なくとも毎週１日又は４週間を通
じ４日を与えなければなりません（法第３５
条）

週休2日制 週休１日制 その他

完全(毎週) 月３回 隔週 月１～２回 週１日 ４週４日

別紙４

労 働 条 件 等 自 主 点 検 表

施設名称

指定管理者名

２　就業規則
就業規則（労働時間、休日、休憩、休暇、賃
金の定め方及び支払方法、退職（解雇の事
由を含む。）等、労働条件の具体的細目を定
めた規則）を作成していますか。また就業規
則の内容が実際の勤務の状況に合っていま
すか。
常時１０人以上の労働者(パートタイム労働
者を含む。）を使用する事業場では、就業規
則を作成し、所轄労働基準監督署長へ届け
出なければなりません（法第８９条）
また、常時各作業場の見やすい場所への掲
示、備付け、書面の交付又は電子機器の設
置等により労働者に周知させなければなり
ません（法第106条）

常時使用す
る労働者は
10人未満で
ある。

常時使用する労働者が10人以上である

作成して監
督署に届け
出てあり、
内容も実情
に合ってい
る

作成して監
督署に届け
出てある
が、内容が
実情に合っ
ていない

作成してあ
るが、監督
署に届け出
ていない

 ※　以下の確認事項に従い、指定管理者による確認結果欄の該当する箇所に○を付け、記入が必要な箇所については記入願い
ます。

確認事項 指定管理者による確認結果
１　労働条件の明示
労働契約を締結するに当たり、労働時間、
賃金、退職（解雇の事由を含む。）、安全衛
生等の労働条件を労働者に対し明示してい
ますか。この場合において、労働時間、賃金
等に関する事項について書面を交付してい
ますか。
労働契約の締結時には、パートタイム労働
者を含むすべての労働者に対し労働時間、
賃金、退職（解雇の事由を含む）、安全衛生
等の労働条件を明示しなければなりませ
ん。特に、労働契約期間、有期労働契約を
更新する場合の基準、始業・終業の時刻、
所定時間外労働の有無等、約定賃金の決
定、計算、支払の方法及び賃金の締切り、
支払の時期等、退職（解雇の事由を含む。）
については、書面を交付しなければなりませ
ん[労働基準法（以下「法」といいます。）第１
５条]

就業規則、
労働条件通
知書を交付
して労働条
件全般につ
いて明示し
ている

労働条件全
般について
口頭で明示
するととも
に、労働時
間、賃金等
に関する事
項について
は書面を交
付している

労働条件全
般について
口頭で明示
している
が、書面の
交付はして
いない

労働時間、
賃金等の労
働条件の一
部について
のみ口頭で
明示してい
る

労働契約締
結時には明
示していな
い

1

作成してい
ない

1 2 3
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確認事項 指定管理者による確認結果

（２、３については、改善が必要です）

（２については、改善が必要です。）

【支払う賃金(A)と地域別最低賃金（B)の比較方法】

時間外労働・深夜労働について

（２、３については改善が必要です。）

休日労働について

（２、３については改善が必要です。）

2 3

３割５分以上の割増
率にしている

３割５分未満の割増
率にしている

休日労働をさせてい
るが、支払っていな
い

1 2 3

６　最低賃金
地域別最低賃金以上の賃金を支払ってい
ますか。

なお、地域別最低賃金には次の賃金は含
まれません。
①臨時に支払われる賃金（結婚手当等）
②１月を超える期間ごとに支払われる賃
金（賞与等）
③所定外・休日・深夜の労働に対して支払
われる割増賃金
④精皆勤手当、通勤手当、家族手当

支払っている 支払っていない

1 2

７　割増賃金
時間外労働・休日労働又は深夜労働を行
わせた場合に、その時間に対する割増賃
金は、どのように支払っていますか。

法定労働時間を超える時間外労働につい
ては、2割5分以上、法定休日における休
日労働については3割5分以上、深夜労働
（午後10時から翌日午前5時の間の労働
をいいます。）については2割5分以上の割
増賃金を支払わなければなりません（法
第37条）。

※割増賃金の基礎となる賃金には、家族
手当、通勤手当、別居手当、子女教育手
当、住宅手当、臨時に支払われた賃金、
一箇月を超える期間ごとに支払われる賃
金は算入しません。

２割５分以上の割増
率にしている

２割５分未満の割増
率にしている

時間外労働又は深夜
労働をさせている
が、支払っていない

1

５　健康診断
定期健康診断を実施していますか。

常時使用する労働者については、年１回
定期に健康診断を行わなければなりませ
ん（労働安全衛生法第６６条）。
なお、深夜業を含む業務等に常時従事す
る労働者に対しては６月以内ごとに１回定
期に健康診断を行わなければなりません
（労働安全衛生規則第４５条）

毎年１回以上定期的
に行っている

年によって行ったり
行わなかったり一定
しない

行ったことがない

1 2 3

時間によって定

められた賃金

（時間給）

日、週、月等

によって定め

られた賃金

当該期間における所定労

働時間数（日、週、月に

よって所定労働時間が異

なる場合には、それぞれ１

週間、４週間、１年間の平

均所定労働時間数）

地域別

最低賃金

（時間額）
＋ ÷ ≧

(A) (B)
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確認事項 指定管理者による確認結果

※調査対象となる従業員は、雇用形態（正社員、派遣社員、契約社員、パートタイマー等)に関わらず、

   当該指定管理施設において指定管理者と雇用契約を結ぶ指定管理業務にもっぱら従事する従業員

 　(令和3年3月末における業務全体のうち、当該業務の割合が概ね50％以上の従業員)となります。　

※調査対象となる従業員は、雇用形態（正社員、派遣社員、契約社員、パートタイマー等)に関わらず、

   当該指定管理施設において指定管理者と雇用契約を結ぶ指定管理業務にもっぱら従事する従業員

 　（令和2年3月末における業務全体のうち、当該業務の割合が概ね50％以上の従業員)となります。　

従業員に健康保険・厚生年金保険
未加入者がいる場合の未加入理由

確認事項 指定管理者による具体的な取組内容

従業員の健康保険・厚生年金保険
加入に関する取組

確認事項 未加入とする理由

うち厚生年金保険
未加入従業員数

当該指定管理施設で勤務する従業
員の健康保険・厚生年金保険加入
状況

4 4 0 4 0

確認事項 従業員数
うち健康保険
加入従業員数

うち健康保険
未加入従業員数

うち厚生年金保険
加入従業員数

従業員の雇用保険加入に関する取組

確認事項 未加入とする理由

従業員に雇用保険未加入者がいる場
合の未加入理由

９　健康保険・厚生年金保険の加入について

当該指定管理施設で勤務する従業
員の雇用保険加入状況

4 4 0

確認事項 指定管理者による具体的な取組内容

８　雇用保険の加入について

確認事項 従業員数
うち雇用保険
加入従業員数

うち雇用保険
未加入従業員数
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